
　
近
い
将
来
、
南
海
巨
大
地
震
に
直

撃
さ
れ
る
高
知
県
東
洋
町
が
、
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

の
立
地
調
査
応
募
で
揺
れ
て
い
る
。

　
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
と
は
、

原
発
の
使
用
済
み
核
燃
料
を
再
処
理

し
て
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
な
ど
を
抽
出
し

た
後
に
残
る
核
の
ゴ
ミ
で
、
ガ
ラ
ス

固
化
体
に
す
る
。
強
烈
な
放
射
能
と

発
熱
を
　
〜
　
年
間
地
上
で
冷
や
し

㍍

た
後
、
地
下
３
０
０
　
以
深
に
埋
め

捨
て
（
地
層
処
分
）
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
大
規
模
な
地
下
坑
道

を
掘
り
、
約
４
万
本
の
固
化
体
を
遠

隔
操
作
で
埋
設
す
る
巨
大
事
業
だ
。

生
命
・
環
境
へ
の
放
射
能
の
害
が
数

十
万
年
も
続
く
か
ら
、
絶
対
に
地
表

に
漏
れ
出
し
て
は
い
け
な
い
。

　
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
（
原

環
機
構
）
は
、
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
金

属
容
器
と
粘
土
で
包
ん
で
安
定
な
地

層
に
埋
め
れ
ば
安
全
だ
と
し
て
、
処

分
場
建
設
地
を
選
定
中
で
あ
る
。
ま

ず
、
現
地
調
査
の
た
め
の
文
献
調
査

候
補
地
を
、
全
国
の
市
町
村
を
対
象

に
　
年
末
か
ら
公
募
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
応
募
は
な
か
っ
た
が
、

東
洋
町
長
が
今
年
１
月
、
住
民
や
議

会
、
周
辺
自
治
体
の
反
対
を
無
視
し

て
応
募
し
た
。
窮
迫
し
た
町
の
財
政

の
た
め
に
、
調
査
中
に
周
辺
自
治
体

と
共
に
も
ら
え
る
年
間
　
億
円
の
交

付
金
が
目
当
て
だ
と
い
う
。
原
環
機

構
は
応
募
を
受
理
し
、
経
済
産
業
省

に
調
査
計
画
を
申
請
し
た
。
住
民
多

数
が
応
募
に
反
発
し
て
い
る
な
か
、

経
産
省
は
認
可
す
る
ら
し
い
。

　
し
か
し
東
洋
町
は
、
安
全
な
処
分

場
の
選
定
が
全
般
的
に
困
難
な
地
震

火
山
列
島
・
日
本
の
中
で
も
、
特
に

条
件
が
悪
い
。
１
０
０
〜
１
５
０
年

ご
と
に
発
生
す
る
南
海
地
震
の
巨
大

な
震
源
断
層
の
直
上
に
位
置
す
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
中
央
防

災
会
議
に
よ
る
、
次
の
南
海
地
震
の

想
定
震
源
域
か
ら
も
明
ら
か
だ
。

　
こ
こ
に
処
分
場
を
造
っ
た
場
合
の

危
険
性
は
、
過
去
の
南
海
地
震
の
際

の
事
実
と
地
震
学
の
一
般
知
見
か

ら
、
大
き
く
二
つ
考
え
ら
れ
る
。

　
第
一
は
、
数
十
万
年
の
間
に
巨
大

地
震
に
数
千
回
も
襲
わ
れ
る
こ
と
で

あ
る
。
地
震
の
揺
れ
は
地
下
で
は
小

さ
い
と
言
わ
れ
る
が
、
震
源
断
層
の

直
上
で
は
十
分
激
し
い
。
ま
た
、
揺

れ
と
は
別
に
岩
盤
の
変
形
が
必
ず
起

こ
る
。
そ
れ
ら
の
結
果
、
処
分
場
の

安
全
性
能
が
劣
化
す
る
恐
れ
が
強

い
。
さ
ら
に
、
周
辺
岩
盤
の
地
下
水

の
動
き
が
促
進
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。
最
悪
の
場
合
、
派
生
的
な
断
層

の
ず
れ
が
処
分
場
を
直
接
破
壊
す
る

こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の

影
響
が
累
積
す
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
遠

か
ら
ず
に
、
ガ
ラ
ス
固
化
体
か
ら
放

射
能
が
漏
れ
出
し
、
地
表
に
運
ば
れ

る
こ
と
が
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。

　
第
二
は
、
固
化
体
埋
設
中
に
南
海

地
震
に
直
撃
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

現
在
、
２
０
３
０
年
代
末
か
ら
約
　

年
間
埋
設
作
業
を
お
こ
な
う
と
し
て

い
る
が
、
前
回
の
地
震
が
１
９
４
６

年
だ
っ
た
か
ら
、
操
業
中
に
次
の
巨

大
地
震
が
発
生
す
る
確
率
が
非
常
に

高
い
。
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
運
搬
・
操

作
し
て
い
る
船
や
車
両
、
港
、
道
路

・
橋
、
処
分
場
の
地
上
施
設
、
長
大

な
立
坑
と
地
下
施
設
、
遠
隔
装
置
な

ど
が
突
然
の
激
し
い
揺
れ
と
大
津
波

に
襲
わ
れ
れ
ば
、
固
化
体
が
散
乱
・

損
傷
し
て
強
い
放
射
能
が
ば
ら
ま
か

れ
、
東
洋
町
と
周
辺
は
人
が
住
め
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
民
意
に
反
し
た
町
長
の
応
募
を
受

理
す
る
の
も
問
題
だ
が
、
こ
れ
ほ
ど

危
険
な
場
所
の
応
募
を
認
め
る
の
も

科
学
的
に
重
大
な
欠
陥
で
あ
る
。
活

断
層
と
火
山
に
近
け
れ
ば
調
査
対
象

に
し
な
い
と
い
う
が
、
直
下
の
巨
大

断
層
も
当
然
考
慮
す
べ
き
だ
。

　
こ
ん
な
欠
陥
制
度
と
、
疲
弊
し
た

地
方
を
電
源
特
別
会
計
の
交
付
金
で

釣
る
手
口
は
、
住
民
間
に
不
幸
な
対

立
を
生
み
、
地
域
社
会
を
破
壊
し
て
、

無
責
任
き
わ
ま
り
な
い
。

　
原
環
機
構
は
、
安
全
だ
と
い
う
ま

や
か
し
の
説
明
を
撤
回
し
、
東
洋
町

の
文
献
調
査
の
計
画
を
取
り
や
め
る

べ
き
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
こ
ん
な

理
不
尽
な
手
法
を
使
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
自
体
が
、
地
層
処
分
の

無
謀
さ
と
、
核
の
ゴ
ミ
を
出
し
続
け

る
原
発
の
根
本
的
問
題
点
を
、
明
白

に
物
語
っ
て
い
る
。
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